
総合評価落札方式による競争入札の見直しについて 

佐渡市企画財政部財政課 契約検査室 

 

 佐渡市建設工事総合評価試行要綱(平成 19 年訓令第 44 号)及び佐渡市建設工事総合評価方式

試行要綱の運用基準(平成 19年 11月 20日制定)の全部を改正し、平成31年 4月 1日より、佐

渡市建設工事総合評価落札方式実施要領及び同要領の運用基準を施行します。 

 また、佐渡市大規模建設工事に係る簡易総合評価方式試行要領(平成 26 年７月 24 日制定)を

廃止します。 

 

１ 主な見直しの内容 

(1) 型式・対象工事 

見直し前 見直し後 

1 簡易型 
(1) 簡易(実績)型  
① 1億2千万円以上1億5千万円未満の建築一
式工事並びに付随する電気、機械設備工事 

② 1億2千万円以上の土木一式工事 
③ 2千万円以上の土木一式工事 
④ 3百万円以上の舗装工事 
(2) 簡易(提案)型  
2 標準型    
3 高度技術提案型 

1 施工能力評価型 
(1) 特別簡易型 
 ① 1億2千万円以上の建築一式工事 
 ② 3千万円以上の土木一式工事 
 ③ 3百万円以上の舗装工事 
 ④ 指名委員会が適当と認める工事 
(2) 簡易型 

指名委員会が適当と認める工事 
(2 技術提案評価型)  

別途試行要領を制定 

 

(2) 総合評価の方法等 

見直し前 見直し後 

1 総合評価方法 
除算方式 

総合評価点 = 技術評価点 / 入札価格 × 定数 
(少数点以下第4位四捨五入3位止) 

2 技術評価点 
  標準点 ＋ 加算点 
  標準点:100点、109点(大規模) 
  加算点:15点、6点(大規模) 

1 総合評価方法  
除算方式 

総合評価点 = 技術評価点 / 入札価格 × 予定価格 

(少数点以下第4位四捨五入3位止) 
2 技術評価点 

標準点 ＋ 加算点  
標準点:100 
加算点:特別簡易型は17点～25点 
     簡易型は、20点～28点 

 

(3) 評価項目、評価基準及び得点配分 

  別紙「評価基準等の見直し」参照。 

 

(4) 落札者の決定方法 

見直し前 見直し後 

 総合評価点が最も高い者。総合評価点が最も
高い者が複数あるときは、くじ引き。 

 
変更なし。 

 



(5) ダンピング対策 

見直し前 見直し後 

○ 最低制限価格制度の導入 
一定の金額(最低制限価格)未満の入札者を

自動的に失格とする制度。(地方自治法施行令
167の10②) 

 
 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 低入札価格調査制度の導入 
一定の金額(調査基準価格)未満の入札があっ

た場合は、調査を行った上で、失格か判断する制
度。また、調査を行うことなく当該入札者を失格
とする基準(失格基準価格)を別に定めることも
できる。(地方自治法施行令167の10の2②) 

 
  佐渡市低入札価格調査制度に関する事務取扱
要領の制定 
・ 調査基準価格及び失格基準価格を設定 
※  佐渡市変動型最低制限価格の設定に関す

る事務取扱要領に規定する変動型最低制限
価格及び下限価格と同様の方法により調査
基準価格及び失格基準価格を算出。 

 ・ 総合評価点が最も高い者の入札価格が調査
基準価格を下回る場合は、低入札価格調査を
実施する。 

 ・ 調査項目は、積算内訳等11項目  
※  低入札価格調査資料の提出は、調査実施通

知日から3日以内。 
・  入札参加者は、入札時又は調査資料提出時

時に低入札価格調査を辞退することができ
る。 

・ 低価格入札者との契約は、契約保証金及び違
約金の増額、監督体制を強化。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 総合評価方式における最低制限価格制

度の適用 

 

  総合評価の性質上、低入札価格調査制度

のみが規定。 

 

□ 総務省、国土交通省通知(H29.9.29) 

 

会計検査院より、一部の地方公共団体に

おいて、最低制限価格の設定により、価

格その他の条件が最も有利な者を、最低

制限価格を下回る価格で入札したこと

をもって失格として排除していた事態

が見受けられたことを踏まえ、地方公共

団体による総合評価落札方式による入

札が地方自治法施行令に沿って適切に

実施されるよう、指摘を受けたところで

す。 

（高）

（低）

失　　　　　格

入札価格

最低制限価格制度

予定価格
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低入札価格調査制度

予定価格

失格基準価格
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低入札価格調査の対象



(6) 入札価格が調査基準価格を下回った場合における総合評価点の補正等 

見直し前 見直し後 

 1 加算点の減点 
  調査基準価格を下回る額で入札を行った者の、佐渡市発注工事における過去1年度間
及び当該年度(基準日まで)に完成、引渡し済みの工事の成績評定点のうち最低の工事成
績評定点が65点未満の場合は、加算点から5点を減じる。 
2 総合評価点の減点 

入札価格を調査基準価格として減点前の総合評価点を算出し、入札価格に応じて次の
算式により総合評価点を減点する。 
減点 ＝ (調査基準価格 － 入札価格) × (30 ／ (調査基準価格 － 失格基準価格)) 

(少数点以下第4位四捨五入3位止) 
 
<計算例> 
 予定価格:10,000,000円、調査基準価格9,100,000円、失格基準価格8,500,000円、 
 入札価格8,900,000円、技術評価点 120点の場合 
 
 総合評価点(減点前) = (120 / 9,100,000円) × 10,000,000円 = 131.868 
  減点 = (9,100,000円 – 8,900,000円) × (30 /(9,100,000円 – 8,500,000円)) 
       = 10.000 
 総合評価点(減点後) = 131.868 – 10.000 = 121.868 
 

 
入札価格と総合評価点の関係 
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   ただし、佐渡市建設工事等参加資格審査・指名委員会(以下「委員会」という。)があ
らかじめ適当と認める規模の建設工事については、総合評価点を減点しないことができ
るものとする。 
  この場合の評価方法は、次のいずれかの方法により行う。 
① 入札価格を調査基準価格として総合評価点を算出(価格のみなし評価) 
② 価格のみなし評価を行わず、総合評価点を算出 
※ いずれの場合も、入札公告等に評価方法は明記する。 

 
                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(Cの入札例について) 
・ 入札価格は、調査基準価格を下回っている。 
・ しかし、入札価格が調査基準価格を下回った場合には、下回った分の評価はしない。 
・ 入札価格は、調査基準価格と同額であったと「見なして」総合評価点を算出する。 
・ ただし、契約は見なす前の純粋な入札価格を用いた金額となる。 

(7) 技術資料の提出及び内容の確認等 

見直し前 見直し後 

1 技術資料提出期限 

入札参加確認申請期日の翌日の9時まで。 

 

 

 

 

 

 

 

4 評価者 

  主管課長。ただし、簡易な施工計画は、主管

課長、課長補佐及び担当係長の3者とし、それ

ぞれ個別に評価し、3 者の評価の平均をもって

評点を算定。 

5 技術資料のヒアリング 

  主管課長が必要に応じて実施する。 

1 技術資料提出期限 

入札参加確認申請時に提出。 

(特別簡易型:7日、簡易型:14日標準) 

2 技術資料記載事項確認資料の提出期限 

  落札候補者通知を受けた日の翌日まで。 

  入札結果確認期間において審査。 

3 虚偽記載等への対応 

  落札者とせず、落札決定後であれば契約を行わ

ず、契約後であれば契約を解除する。 

4  評価者 

  財政課。ただし、簡易な施工計画は、設計・工

事担当課が行う。 

 

 

5 技術資料のヒアリング 

  実施しない。 
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C: 入札価格が調査基準価格を

下回った場合には、入札価格

を調査基準価格として総合評

価点を算出する。 

 

  低入札価格調査制度に関す

る事務取扱要領に基づく調査

の結果、適切な入札価格であ

ったと認められない場合は、

落札者としない。 

 

D: 失格基準価格を下回った入

札者は、失格とする。 



(8) 技術資料の内容の履行の担保 

見直し前 見直し後 

1 履行の確認 

  監督、検査において確認する。 

2 履行できなかったときの措置 

  次回以降の総合評価方式の際の資料とする。 

1 履行の確認 

  監督、検査において確認する。 

2 履行できなかったときの措置 

(1) 配置予定技術者が配置できなかった場合 

やむを得ない事情で変更を認める場合を除

き、工事成績評定点を3点減点する。 

  また、当該工事の完成日以降に競争入札が行わ

れる総合評価落札方式の評価において、加算点

を減点する。 

(2) 簡易な施工計画の不履行 

   受注者の責により履行できなかった場合は、

工事成績評定の通常の考査項目に反映させる。

(ペナルティとしての違約金、工事成績評定の

減点は行わない。)ただし、当該工事の完成日

以降に競争入札が行われる総合評価落札方式

の評価において、加算点を減点する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ 評価基準等の見直し 

評 価 項 目 

見直し前 

簡 易
(実績型) 

大 規

模 

ア 企業

の技術力 

(ｱ)工事実績 1 - 

(ｲ)工事成績 6 - 

(ｳ)表彰 1 - 

(ｴ)労働災害防止対策 - - 

(ｵ)重機保有状況 - - 
(ｶ)専門工種の施工機械自社保有状況 ISO 0.5 - 

小 計 8.5 - 

イ 配置

予定技術

者の能力 

(ｱ)資格・経験 1 - 

(ｲ)工事成績 
1 

- 

(ｳ)表彰 - 

(ｴ)継続教育(CPD)の状況 0.5 - 

小 計 2.5 - 

ウ 地域

社会貢献

等 

(ｱ)災害時における活動実績等 2 
2 

(ｲ)道路除雪の実績 2 

(ｳ)地域内拠点 - 4 

(ｴ)労働福祉 - - 

小 計 4 6 

特別簡易型 加算点の上限 15 6 

エ 企業

倫理や信

頼性等 

(ｱ)品質確保の確実性 -5 - 
(ｲ)入札契約に関する不当な働きかけ - - 

(ｳ)総合評価の不履行 - - 

(ｴ)指名停止措置等 - - 

小 計 -5 - 

オ 簡易

な施工計

画 

(ｱ)設計図書の範囲内で施工

上配慮すること 
- - 

小 計 - - 

簡易型 加算点の上限 - - 

※ 別表１(建築)：設計金額１億２千万円以上の建築一式工事 

※ 別表２(土木)：設計金額１億２千万円以上の土木一式工事 

※ 別表３(土木)：設計金額３千万円以上１億２千万円未満の土木一式工事 

※ 別表４(舗装) ：設計金額３百万円以上の舗装工事 

 

 

 

 

 

見直し後 

別表１ 

(建築) 

別表２ 

(土木) 

別表３ 

(土木) 

別表４ 

(舗装) 

2 - - - 

4 4 4 4 

1 1 1 1 

2 2 2 2 

- 2 2 - 

- - - 1 

9 9 9 8 

2 2 2 2 

4 4 4 2 

2 2 2 - 

1 1 1 - 

9 9 9 4 

2 1 1 1 

- 2 2 2 

2 2 2 2 

2 2 2 - 

6 7 7 5 

24 25 25 17 

-5 -5 -5 -5 

-1 -1 -1 -1 

-2 -2 -2 -2 

-1 -1 -1 -1 

-9 -9 -9 -9 

3 3 3 3 

3 3 3 3 

27 28 28 20 



見直しのポイント 

 

● 対象工事に応じた評価基準等を設定 

● 評価項目を、大きく５分類(企業の技術力、配置予定技術者の能力、地域社会貢献等、企

業倫理や信頼性等、簡易な施工計画)に再編、技術者の能力や地域社会貢献等がより評価

されるように、評価項目及び配点バランスを見直し。 

● 企業の技術力の評価項目に、労働災害対策(建設業労働災害防止協会加入、COHSMS、OHSAS

の導入を評価)、重機保有状況、専門工種(舗装工事)の施工機械自社保有状況の評価項目

を追加。ISO認証評価項目を廃止。 

● 配置予定技術者の評価項目に、発注者が指定する資格保有を追加(舗装工事)、資格者と

しての経験年数評価を追加。継続教育(CPD)の評価は、評価内容及び評価基準を見直し。 

● 地域社会貢献等の評価項目に、社会貢献項目として地域内拠点、労働福祉評価項目(障が

い者雇用、育児休業制度及び介護休業制度の導入、ハッピー・パートナー企業登録等を

評価)を追加。 

● 企業倫理や信頼性等の評価項目を創設。(減点評価項目) 

● 簡易な施工計画の評価項目を創設。                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表１  

【特別簡易型】設計金額１億２千万円以上の建築一式工事に適用   (加算点の上限 24点) 

 

ア 企業の技術力                                (9) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)工事実績 

 

 国、県又は佐渡市発注工事で過去

10年度間に完成した同種工事の施工

実績。 

請負金額が1億円以上の

同種性が認められる工事

の施工実績がある。 

2 

/2 
同種性が認められる工事

の施工実績がある。 
1 

上記以外 0 

(イ)工事成績 

(同一業種、請負金

額 3 千万円以上が

対象) 

 

佐渡市発注工事で過去 5 年度間の

工事成績評定点の平均点。 

 当該年度においては、基準日の前々

月の月末までに完成、引き渡し済みの

ものを対象。 

83 点以上(算出対象工事

が複数件) 
4 

/4 

83 点以上(算出対象工事

が1件のみ) 
3 

80点以上83点未満 2 

77点以上80点未満 1 

77点未満、又は、実績が

ない。 
0 

(ウ)表彰 

(優良工事等) 

 過去 5 年度間及び当該年度に建築

分野で佐渡市優良工事表彰を受けた

ことがある、又は、過去5年度間及び

当該年度に建築分野で新潟県優良工

事表彰若しくは新潟県優良工事証を

受けたことがある。 

有 1 

/1 

無 0 

(エ)労働災害防止

対策 

 建設業労働災害防止協会へ加入し

ている。 

有 1 
/1 

無 0 

建設業労働安全衛生マネジメント

システム(COHSMS)又は労働安全衛生

マネジメントシステム(OHSAS)を導入

している。 

有 1 
/1 

無 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



イ 配置予定技術者の能力                           (9) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)資格・経験 主任(監理)技術者の保有する資格 

1級建築施工管理技士、又

は、１級建築士の経験年

数が10年以上。 

2 

/2 

1級建築施工管理技士、又

は、１級建築士の経験年

数が10年未満。 

1.5 

1級建築施工管理技士、又

は、１級建築士の経験年

数が5年未満。 

1 

1級建築施工管理技士、又

は、１級建築士の経験年

数が3年未満。 

0.5 

上記以外 0 

(イ)工事成績 

(同一業種、請負金

額 3 千万円以上が

対象) 

佐渡市発注工事における過去 5 年

度間における主任(監理)技術者、又

は、現場代理人として完成した直近2

件の工事成績評定点の平均点 

当該年度においては、基準日の前々

月の月末までに完成、引き渡し済みの

ものを対象。 

83点以上 4 

/4 80点以上 2 

上記以外 0 

(ウ)表彰 

(優秀技術者等) 

 過去 5 年度間及び当該年度に建築

分野で佐渡市優秀技術者表彰を受け

たことがある、又は、過去5年度間及

び当該年度に建築分野で新潟県優秀

技術者表彰若しくは新潟県優秀技術

者証を受けたことがある。 

有 2 

/2 

無 0 

(エ)継続教育(CPD)

の状況 

配置予定技術者に係る継続教育

(CPD)の単位を各団体推奨単位以上取

得。(証明日が基準日の前月末日から

過去1年以内であること。単位取得証

明期間は、基準日の前月末日から過去

1年以内の日付が含まれていること。) 

推奨単位以上取得 1 

/1 

無 0 

 

 

 

 

 

 

 

 



ウ 地域社会貢献等                             (6) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)災害時におけ

る活動実績等 

災害時に備えて締結した各種協定

で、基準日現在有効期間中であるもの

がある。(国、県、市のもの。協定締結

団体への加入を含む。) 

有 1 

/1 

無 0 

 新潟県被災建築物応急危険度判定

士の雇用 

2以上雇用 1 

/1 1人雇用 0.5 

無 0 

(ウ)地域内拠点 

 主たる営業所(本社)の所在地 

 

 建築一式工事においては、その他の

営業所であっても 30 人以上の従業員

(佐渡市に住所を有する者で直接的か

つ恒常的な雇用関係にあるものに限

る。)を有するときは主たる営業所と

みなす。 

主たる営業所(本社)が市

内に存在する。 
2 

/2 

主たる営業所(本社)が市

内に存在しない。 
0 

(エ)労働福祉 障がい者雇用及び労働環境状況 

基準日の直近の 6月 1 日

現在において、障がい者

を法定雇用障がい者数以

上雇用している。又は、基

準日現在において法定雇

用義務は無いが障がい者

を雇用している。 

0.75 

/2 

育児休業制度及び介護休

業制度を就業規則等で規

定している。 

0.5 

基準日の直近に通知され

た経営事項審査の「労働

福祉の状況」が 30 点以

上。 

0.5 

ハッピー・パートナー企

業(新潟県男女共同参画

推進企業)の登録がある。 

0.25 

 

 

 

 

 

 

 

 



エ 企業倫理や信頼性等(減点項目)                      (-9) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)品質確保の確

実性 

調査基準価格を下回る額で入札を

行った者の、佐渡市発注工事における

過去 1 年度間及び当該年度(基準日ま

で)に完成、引渡し済みの工事の成績

評定点のうち最低の工事成績評定点。 

65点未満 -5 /-5 

(イ)入札契約に関

する不当な働きか

け 

 過去 2 年度間及び当該年度(基準日

まで)に「佐渡市入札・契約事務に関す

る不当な働きかけへの対応要領」によ

る公表等の措置を受けたことがある。 

公表等の措置を受けた。 -1 /-1 

(ウ)総合評価の不

履行 

過去 2 年度間及び当該年度(基準日

まで)に完成、引渡し済みの工事にお

いて、技術資料の内容の不履行が確認

されたことがある。 

配置予定技術者の不履行 -1 /-1 

簡易な施工計画の不履行 -1 /-1 

(エ)指名停止措置

等 

過去 2 年度間及び当該年度(基準日

まで)に佐渡市から指名停止等の措置

を受けたことがある。 

指名停止、文書注意、口頭

注意 
-1 /-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表２  

【特別簡易型】設計金額１億２千万円以上の土木一式工事に適用   (加算点の上限 25点) 

 

ア 企業の技術力                                (9) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(イ)工事成績 

(同一業種、請負金

額 3 千万円以上が

対象) 

 

佐渡市発注工事で過去 2 年度間の

工事成績評定点の平均点。 

 当該年度においては、基準日の前々

月の月末までに完成、引き渡し済みの

ものを対象。 

83 点以上(算出対象工事

が複数件) 
4 

/4 

83 点以上(算出対象工事

が1件のみ) 
3 

80点以上83点未満 2 

77点以上80点未満 1 

77点未満、又は、実績が

ない。 
0 

(ウ)表彰 

(優良工事等) 

 過去 3 年度間及び当該年度に土木

分野で佐渡市優良工事表彰を受けた

ことがある、又は、過去3年度間及び

当該年度に土木分野で新潟県優良工

事表彰若しくは新潟県優良工事証を

受けたことがある。 

有 1 

/1 

無 0 

(エ)労働災害防止

対策 

 建設業労働災害防止協会へ加入し

ている。 

有 1 
/1 

無 0 

建設業労働安全衛生マネジメント

システム(COHSMS)又は労働安全衛生

マネジメントシステム(OHSAS)を導入

している。 

有 1 
/1 

無 0 

(オ)重機保有状況 建設機械の保有状況(土木系) 

5台以上 2 

/2 1台以上5台未満 1 

上記以外 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



イ 配置予定技術者の能力                           (9) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)資格・経験 主任(監理)技術者の保有する資格 

1級土木施工管理技士等、

又は、技術士等の経験年

数が10年以上。 

2 

/2 

1級土木施工管理技士等、

又は、技術士等の経験年

数が10年未満。 

1.5 

1級土木施工管理技士等、

又は、技術士等の経験年

数が5年未満。 

1 

1 級土木施工管理技士等

又は、技術士等の経験年

数が3年未満。 

0.5 

上記以外 0 

(イ)工事成績 

(同一業種、請負金

額 3 千万円以上が

対象) 

佐渡市発注工事における過去 3 年

度間における主任(監理)技術者、又

は、現場代理人として完成した直近2

件の工事成績評定点の平均点。 

当該年度においては、基準日の前々

月の月末までに完成、引き渡し済みの

ものを対象。 

83点以上 4 

/4 80点以上 2 

上記以外 0 

(ウ)表彰 

(優秀技術者等) 

 過去 3 年度間及び当該年度に土木

分野で佐渡市優秀技術者表彰を受け

たことがある、又は、過去3年度間及

び当該年度に土木分野で新潟県優秀

技術者表彰若しくは新潟県優秀技術

者証を受けたことがある。 

有 2 

/2 

無 0 

(エ)継続教育(CPD)

の状況 

配置予定技術者に係る継続教育

(CPD)の単位を各団体推奨単位以上取

得。(証明日が基準日の前月末日から

過去1年以内であること。単位取得証

明期間は、基準日の前月末日から過去

1年以内の日付が含まれていること。) 

推奨単位以上取得 1 

/1 

無 0 

 

 

 

 

 

 

 

 



ウ 地域社会貢献等                             (7) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)災害時におけ

る活動実績等 

災害時に備えて締結した各種協定

で、基準日現在有効期間中であるもの

がある。(国、県、市のもの。協定締結

団体への加入を含む。) 

有 1 

/1 

無 0 

(イ)道路除雪の実

績 

 過去 2 年度間及び当該年度(基準日

までに契約済み)に市内における国・

県・市管理道路の除雪契約実績があ

る。 

道路除雪作業委託を締結

し、除雪路線を受け持っ

ている。 

2 

/2 
上記以外で道路除雪作業

委託を締結している。 
1 

無 0 

(ウ)地域内拠点 

 主たる営業所(本社)の所在地 

 

 土木一式工事においては、その他の

営業所であっても 30 人以上の従業員

(佐渡市に住所を有する者で直接的か

つ恒常的な雇用関係にあるものに限

る。)を有するときは主たる営業所と

みなす。 

主たる営業所(本社)が市

内に存在する。 
2 

/2 

主たる営業所(本社)が市

内に存在しない。 
0 

(エ)労働福祉 障がい者雇用及び労働環境状況 

基準日の直近の 6月 1 日

現在において、障がい者

を法定雇用障がい者数以

上雇用している。又は、基

準日現在において法定雇

用義務は無いが障がい者

を雇用している。 

0.75 

/2 

育児休業制度及び介護休

業制度を就業規則等で規

定している。 

0.5 

基準日の直近に通知され

た経営事項審査の「労働

福祉の状況」が 30 点以

上。 

0.5 

ハッピー・パートナー企

業(新潟県男女共同参画

推進企業)の登録がある。 

0.25 

 

 

 

 

 



エ 企業倫理や信頼性等(減点項目)                      (-9) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)品質確保の確

実性 

調査基準価格を下回る額で入札を

行った者の、佐渡市発注工事における

過去 1 年度間及び当該年度(基準日ま

で)に完成、引渡し済みの工事の成績

評定点のうち最低の工事成績評定点。 

65点未満 -5 /-5 

(イ)入札契約に関

する不当な働きか

け 

 過去 2 年度間及び当該年度(基準日

まで)に「佐渡市入札・契約事務に関す

る不当な働きかけへの対応要領」によ

る公表等の措置を受けたことがある。 

公表等の措置を受けた。 -1 /-1 

(ウ)総合評価の不

履行 

過去 2 年度間及び当該年度(基準日

まで)に完成、引渡し済みの工事にお

いて、技術資料の内容の不履行が確認

されたことがある。 

配置予定技術者の不履行 -1 /-1 

簡易な施工計画の不履行 -1 /-1 

(エ)指名停止措置

等 

過去 2 年度間及び当該年度(基準日

まで)に佐渡市から指名停止等の措置

を受けたことがある。 

指名停止、文書注意、口頭

注意 
-1 /-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表３  

【特別簡易型】設計金額３千万円以上１億２千万円未満の土木一式工事に適用 

(加算点の上限 25点) 

ア 企業の技術力                                (9) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(イ)工事成績 

(同一業種、請負金

額 1 千万円以上が

対象) 

 

佐渡市発注工事で過去 2 年度間の

工事成績評定点の平均点。 

 当該年度においては、基準日の前々

月の月末までに完成、引き渡し済みの

ものを対象。 

83 点以上(算出対象工事

が複数件) 
4 

/4 

83 点以上(算出対象工事

が1件のみ) 
3 

80点以上83点未満 2 

77点以上80点未満 1 

77点未満、又は、実績が

ない。 
0 

(ウ)表彰 

(優良工事等) 

 過去 3 年度間及び当該年度に土木

分野で佐渡市優良工事表彰を受けた

ことがある、又は、過去3年度間及び

当該年度に土木分野で新潟県優良工

事表彰若しくは新潟県優良工事証を

受けたことがある。 

有 1 

/1 

無 0 

(エ)労働災害防止

対策 

 建設業労働災害防止協会へ加入し

ている。 

有 1 
/1 

無 0 

建設業労働安全衛生マネジメント

システム(COHSMS)又は労働安全衛生

マネジメントシステム(OHSAS)を導入

している。 

有 1 
/1 

無 0 

(オ)重機保有状況 建設機械の保有状況(土木系) 

5台以上 2 

/2 1台以上5台未満 1 

上記以外 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



イ 配置予定技術者の能力                           (9) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)資格・経験 主任(監理)技術者の保有する資格 

1級土木施工管理技士等、

又は、技術士等の経験年

数が10年以上。 

2 

/2 

1級土木施工管理技士等、

又は、技術士等の経験年

数が10年未満。 

1.5 

1級土木施工管理技士等、

又は、技術士等の経験年

数が5年未満。 

1 

1 級土木施工管理技士等

又は、技術士等の経験年

数が3年未満。 

0.5 

上記以外 0 

(イ)工事成績 

(同一業種、請負金

額 1 千万円以上が

対象) 

佐渡市発注工事における過去 3 年

度間における主任(監理)技術者、又

は、現場代理人として完成した直近2

件の工事成績評定点の平均点。 

当該年度においては、基準日の前々

月の月末までに完成、引き渡し済みの

ものを対象。 

83点以上 4 

/4 80点以上 2 

上記以外 0 

(ウ)表彰 

(優秀技術者等) 

過去 3 年度間及び当該年度に土木

分野で佐渡市優秀技術者表彰を受け

たことがある、又は、過去3年度間及

び当該年度に土木分野で新潟県優秀

技術者表彰若しくは新潟県優秀技術

者証を受けたことがある。 

有 2 

/2 

無 0 

(エ)継続教育(CPD)

の状況 

配置予定技術者に係る継続教育

(CPD)の単位を各団体推奨単位以上取

得。(証明日が基準日の前月末日から

過去1年以内であること。単位取得証

明期間は、基準日の前月末日から過去

1年以内の日付が含まれていること。) 

推奨単位以上取得 1 

/1 

無 0 

 

 

 

 

 

 

 

 



ウ 地域社会貢献等                             (7) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)災害時におけ

る活動実績等 

災害時に備えて締結した各種協定

で、基準日現在有効期間中であるもの

がある。(国、県、市のもの。協定締結

団体への加入を含む。) 

有 1 

/1 

無 0 

(イ)道路除雪の実

績 

 過去 2 年度間及び当該年度(基準日

までに契約済み)に市内における国・

県・市管理道路の除雪契約実績があ

る。 

道路除雪作業委託を締結

し、除雪路線を受け持っ

ている。 

2 

/2 
上記以外で道路除雪作業

委託を締結している。 
1 

無 0 

(ウ)地域内拠点 

 主たる営業所(本社)の所在地 

 

主たる営業所の所在地は、地域貢献

地元企業にあっては、その認定地区と

する。 

 土木一式工事においては、その他の

営業所であっても 30 人以上の従業員

(佐渡市に住所を有する者で直接的か

つ恒常的な雇用関係にあるものに限

る。)を有するときは主たる営業所と

みなす。 

主たる営業所(本社)が工

事施工場所と同一の地区

内に存在する。 

2 

/2 

主たる営業所(本社)が工

事施工場所以外の市内に

存在する。 

1 

主たる営業所(本社)が市

内に存在しない。 
0 

(エ)労働福祉 障がい者雇用及び労働環境状況 

基準日の直近の 6月 1 日

現在において、障がい者

を法定雇用障がい者数以

上雇用している。又は、基

準日現在において法定雇

用義務は無いが障がい者

を雇用している。 

0.75 

/2 

育児休業制度及び介護休

業制度を就業規則等で規

定している。 

0.5 

基準日の直近に通知され

た経営事項審査の「労働

福祉の状況」が 30 点以

上。 

0.5 

ハッピー・パートナー企

業(新潟県男女共同参画

推進企業)の登録がある。 

0.25 

 

 



エ 企業倫理や信頼性等(減点項目)                      (-9) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)品質確保の確

実性 

調査基準価格を下回る額で入札を

行った者の、佐渡市発注工事における

過去 1 年度間及び当該年度(基準日ま

で)に完成、引渡し済みの工事の成績

評定点のうち最低の工事成績評定点。 

65点未満 -5 /-5 

(イ)入札契約に関

する不当な働きか

け 

 過去 2 年度間及び当該年度(基準日

まで)に「佐渡市入札・契約事務に関す

る不当な働きかけへの対応要領」によ

る公表等の措置を受けたことがある。 

公表等の措置を受けた -1 /-1 

(ウ)総合評価の不

履行 

過去 2 年度間及び当該年度(基準日

まで)に完成、引渡し済みの工事にお

いて、技術資料の内容の不履行が確認

されたことがある。 

配置予定技術者の不履行 -1 -1 

簡易な施工計画の不履行 -1 -1 

(エ)指名停止措置

等 

過去 2 年度間及び当該年度(基準日

まで)に佐渡市から指名停止等の措置

を受けたことがある。 

指名停止、文書注意、口頭

注意 
-1 -1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表４  

【特別簡易型】設計金額３百万円以上の舗装工事に適用       (加算点の上限 17点) 

 

ア 企業の技術力                               (8) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(イ)工事成績 

(同一業種、請負金

額 5 百万円以上が

対象) 

佐渡市発注工事で過去 2 年度間の

工事成績評定点の平均点。 

 当該年度においては、基準日の前々

月の月末までに完成、引き渡し済みの

ものを対象。 

83 点以上(算出対象工事

が複数件) 
4 

/4 

83 点以上(算出対象工事

が1件のみ) 
3 

80点以上83点未満 2 

77点以上80点未満 1 

77点未満、又は、実績が

ない。 
0 

(ウ)表彰 

(優良工事等) 

 過去 3 年度間及び当該年度に土木

分野で佐渡市優良工事表彰を受けた

ことがある、又は、過去3年度間及び

当該年度に土木分野で新潟県優良工

事表彰若しくは新潟県優良工事証を

受けたことがある。 

有 1 

/1 

無 0 

(エ)労働災害防止

対策 

 建設業労働災害防止協会へ加入し

ている。 

有 1 
/1 

無 0 

建設業労働安全衛生マネジメント

システム(COHSMS)又は労働安全衛生

マネジメントシステム(OHSAS)を導入

している。 

有 1 

/1 

無 0 

(カ)専門工種の施

工機械自社保有状

況 

自社保有又はリース(5年以上)のア

スファルトフィニッシャーで施工。 

自社保有 1 

/1 リース(5年以上) 0.5 

なし 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



イ 配置予定技術者の能力                           (4) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)資格 主任(監理)技術者の保有する資格 

1級土木施工管理技士等、

又は、技術士等で、かつ１

級舗装施工管理技術者。 

2 

/2 

1級土木施工管理技士等、

又は、技術士等で、かつ 

2級舗装施工管理技術者。 

1.5 

1級土木施工管理技士等、

又は、技術士等。 
1 

上記以外の工事施工等に

係わる資格。 
0 

(イ)工事成績 

(同一業種、請負金

額 5 百万円以上が

対象) 

佐渡市発注工事における過去 3 年

度間における主任(監理)技術者、又

は、現場代理人として完成した直近2

件の工事成績評定点の平均点。 

当該年度においては、基準日の前々

月の月末までに完成、引き渡し済みの

ものを対象。 

83点以上 2 

/2 80点以上 1 

上記以外 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ウ 地域社会献等                               (5) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)災害時におけ

る活動実績等 

災害時に備えて締結した各種協定

で、基準日現在有効期間中であるもの

がある。(国、県、市のもの。協定締結

団体への加入を含む。) 

有 1 

/1 

無 0 

(イ)道路除雪の実

績 

 過去 2 年度間及び当該年度(基準日

までに契約済み)に市内における国・

県・市管理道路の除雪契約実績があ

る。 

道路除雪作業委託を締結

し、除雪路線を受け持っ

ている。 

2 

/2 
上記以外で道路除雪作業

委託を締結している。 
1 

無 0 

(ウ)地域内拠点 

 主たる営業所(本社)の所在地 

 

主たる営業所の所在地は、地域貢献

地元企業にあっては、その認定地区と

する。 

 舗装工事においては、その他の営業

所であっても 10 人以上の従業員(佐

渡市に住所を有する者で直接的かつ

恒常的な雇用関係にあるものに限

る。)を有するときは主たる営業所と

みなす。 

主たる営業所(本社)が工

事施工場所と同一の地区

内に存在する。 

2 

/2 

主たる営業所(本社)が工

事施工場所以外の市内に

存在する。 

1.5 

主たる営業所(本社)が市

内に存在しない。 
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



エ 企業倫理や信頼性等(減点項目)                      (-9) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)品質確保の確

実性 

調査基準価格を下回る額で入札を

行った者の、佐渡市発注工事における

過去 1 年度間及び当該年度(基準日ま

で)に完成、引渡し済みの工事の成績

評定点のうち最低の工事成績評定点。 

65点未満 -5 /-5 

(イ)入札契約に関

する不当な働きか

け 

 過去 2 年度間及び当該年度(基準日

まで)に「佐渡市入札・契約事務に関す

る不当な働きかけへの対応要領」によ

る公表等の措置を受けたことがある。 

公表等の措置を受けた -1 /-1 

(ウ)総合評価の不

履行 

過去 2 年度間及び当該年度(基準日

まで)に完成、引渡し済みの工事にお

いて、技術資料の内容の不履行が確認

されたことがある。 

配置予定技術者の不履行 -1 -1 

簡易な施工計画の不履行 -1 -1 

(エ)指名停止措置

等 

過去 2 年度間及び当該年度(基準日

まで)に佐渡市から指名停止等の措置

を受けたことがある。 

指名停止、文書注意、口頭

注意 
-1 -1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表５  

【簡易型】簡易な施工計画                     (加算点の上限 3点) 

 

オ 簡易な施工計画 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)設計図書の範

囲内で施工上配慮

すること 

当該工事を設計図書の範囲内で施

工する上で重点的に配慮すべきこと

を求める。 

現場条件を踏まえて配慮

すべき事項の記述が具体

的で適切。 

3 

/3 一般的な記述にとどまっ

ているが、不適切な内容

ではない。 

0 

不適切、又は、未記載 失格 

 

 

 

 

 

 

 

 


